
新宿歴史博物館に収蔵されている資料は、
どれもが新宿区の歴史を物語る貴重な資
料です。私たちの知らないもの・見たこ
とのないものは、かつて人々が生活する
ために使っていた便利な道具でした。中
には、それを見て懐かしいと感じる方も
いるでしょう。
今、私達が使っているものも、いつか博
物館の大切な資料になるかもしれません。
道具のかたちは変わっても、変わらない
ものとはなんでしょうか？かつての身近
な道具たちから、考えてみませんか。

JR・東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ツ谷」駅下車 徒歩10分
東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目」駅下車 徒歩 8分
都営地下鉄新宿線「曙橋」駅下車 徒歩 8分

博物館にある様々な資料はどうして現在まで伝
わり、そこからどんな情報を導き出すことができ
るのでしょうか。新宿歴史博物館の開館時を知る
講師が所蔵資料を例に講演します。

申込方法：往復はがきに講演会名・住所・氏名・電話番号・メンバーズ倶楽
部会員は会員番号を明記の上、新宿歴史博物館へ。1応募につき1名のみ。当館
ホームページからもお申込みできます。（ウェブ申込は7月5日以降開始となります）

所蔵資料展関連講演会

令和8年度 所蔵資料展
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資料からみる「残る」「遺る」とは？
　　― はかり・学校・人魚のミイラ ― 

7月11日・25日、8月8日・22日、9月12日
いずれも土曜日

時間：13:00～(30分程度)　会場：地下1階 企画展示室

ギャラリートーク

日時 申込
不要

定員：90名（多数抽選）
料金：500円
締切：8月7日（金）

問い合わせ：新宿歴史博物館

日時
場所
講師

8月23日(日) 14:00～16:00
新宿歴史博物館　2階講堂
鈴木靖
（新宿未来創造財団学芸アドバイザー）

東京鉄道局新宿駅入場鑑札
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人魚のミイラ
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給食見学


